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光
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光
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光
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『
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く
さ
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光
を
』

　
春
に
植
え
た
小
さ
な
か
わ
い

い
ヒ
ノ
キ
は
、
背
丈
も
あ
ま
り

な
く
、
地
際
か
ら
ほ
ん
の
数
十

セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
か
ら
枝
を
伸

ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど

も
、
ど
う
し
て
も
周
り
の
草
本

類
の
成
長
が
は
や
く
て
、
充
分

な
光
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
り
、
も
し
か
し

た
ら
す
っ
か
り
覆
い
隠
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

湿
気
を
含
ん
だ
風
と
た
く
さ
ん

の
光
が
枝
葉
全
体
に
あ
た
る
よ

う
に
、
さ
あ
下
草
刈
り
で
す
。

　
草
本
は
も
ち
ろ
ん
木
本
も
、

で
き
る
だ
け
大
き
く
な
り
た
い
。

草
よ
り
も
成
長
の
遅
い
樹
を
林

へ
と
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、

一
年
で
最
も
湿
度
が
高
く
、
蒸

し
暑
い
こ
の
時
季
に
、
こ
の
作

業
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
大
汗
を
か
き
な
が
ら
の
単
純
作

業
は
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
刈
り

払
っ
た
後
を
眺
め
て
み
る
と
、
植

え
た
時
の
よ
う
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
散
り
ば
め

た
よ
う
な
、
檜
っ
子
が
、
作
業
の

充
実
感
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

　
植
え
て
か
ら
の
数
年
間
、
少
な

く
と
も
年
一
回
、（
林
地
に
よ
っ

て
は
年
に
二
・
三
回
）、
適
期
を
逃

さ
ず
丁
寧
に
、
下
草
刈
り
を
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
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通
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通
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り

　
　
　
　
　
　
下
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刈
り

　
　
　
　
　
　
下
草
刈
り

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。

　
　
先
生
方
の
あ
い
さ
つ
と
日

程
説
明
の
後
、
さ
っ
そ
く

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
分
乗
し
て
西
春
近

包み込むように

刈って、払って、きれいになっていく

刈払機も、刃が命

この樹は、何だったっけ

に
あ
る
下
殿
島
区
々
有
林
に

向
か
う
。

99999
時時時時時
2525252525
分分分分分
　
現
場
到
着
後
、
下

草
刈
り
の
目
的
・
時
期
・
回
数

や
造
林
鎌
と
刈
払
機
の
使
用

方
法
を
保
科
先
生
か
ら
講
義

し
て
頂
く
。
作
業
時
の
安
全

確
保
を
第
一
に
、
体
勢
や
作

業
要
領
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

1010101010
時時時時時
　「
し
ま
」
に
散
開
し
て
、

下
草
刈
り
開
始
。
今
回
は
、
手

鎌
と
造
林
鎌
の
ほ
か
に
、
希

望
者
は
刈
払
機
を
使
う
こ
と

に
。
イ
ン
ト
ラ
の
川
島
さ
ん

と
後
藤
さ
ん
が
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
る
。

1212121212
時時時時時
　
現
場
に
て
昼
食
。

11111
時時時時時
　
付
近
の
樹
木
散
策
。
山

火
事
跡
地
が
放
置
さ
れ
て
、

潅
木
林
に
な
っ
た
の
を
、
数

年
か
け
て
植
林
地
に
す
る
予

定
の
こ
の
地
。
ま
だ
残
っ
て

い
る
潅
木
林
を
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

22222
時
　
時
　
時
　
時
　
時
　
散
策
を
終
え
て
、
小
屋

へ
戻
り
、
鎌
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
。
刃
の
下
に
左
手
を
添
え

て
、
右
手
に
持
っ
た
砥
石
を

上
下
に
動
か
し
研
い
で
い
く
、

保
科
先
生
の
実
演
。
円
を
描

く
よ
う
に
研
い
で
は
ダ
メ
で

す
よ
。
刃
の
角
度
に
気
を
つ

け
て
。「
か
え
り
」
を
取
る
と

き
は
軽
く
撫
で
る
程
度
に
砥

石
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
簡

単
そ
う
で
、
や
っ
て
み
る
と
、

ほ
ん
と
に
研
げ
て
い
る
の
か

な
〜
。

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
と
り
あ
え
ず
終

了
。
保
科
先
生
の
講
評
を
頂

い
て
解
散
で
す
が
、
こ
の
さ

い
な
の
で
、
鉈
も
研
い
で
お

き
た
い
方
は
、
遠
慮
な
く
、
研

い
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
／
角
田
さ
ん
、
梶
永
さ

ん
、
金
田
さ
ん
、
小
名
川
さ

ん
、
佐
々
木
さ
ん
、
笹
原
さ

ん
、
神
保
さ
ん
、
杉
村
さ
ん
、

田
中
さ
ん
、
平
さ
ん
、
堀
さ

ん
、
湯
澤
さ
ん
、
園
田
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
小
泉
、
後
藤
、

早
川
、
坂
野
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始
。
や
は
り
追
い
口
は
上

（
背
）
刃
伐
り
で
伐
倒
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
受
け
口
と
追
い

口
の
マ
ー
キ
ン
グ
の
有
無
は
、

自
己
判
断
。

1212121212
時時時時時
　
現
場
で
昼
食
。
島
﨑
先

生
が
結
婚
式
の
た
め
早
退
。

保
科
先
生
が
地
区
の
用
事
を

済
ま
せ
て
合
流
。

11111
時時時時時
　
作
業
再
開
。
チ
ル
ホ
ー

ル
を
使
っ
た
牽
引
伐
倒
を
二

班
合
同
で
。
合
図
を
初
め
に

取
り
決
め
ま
し
ょ
う
。

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
作
業
終
了
、
小
屋

に
戻
っ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
。

44444
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
保
科
先
生
の
講

評
、
解
散
。

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
の
後
現
場
に
向
か
う
。

99999
時時時時時
　
各
班
毎
に
牽
引
伐
倒
開

始
。
ま
ず
は
、
牽
引
の
必
要
が

な
い
木
を
伐
倒
し
て
し
ま
っ

て
か
ら
。
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門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
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催
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門
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二
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催
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告
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門
コ
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催
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『
た
く
さ
ん
の
伐
倒
を
』

『
た
く
さ
ん
の
伐
倒
を
』

『
た
く
さ
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伐
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『
た
く
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伐
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『
た
く
さ
ん
の
伐
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を
』

　
小
暑
が
過
ぎ
て
大
暑
が
近
い

と
は
い
え
、
盛
夏
を
先
取
り
し

た
か
の
よ
う
に
、
降
り
注
ぐ
蝉

の
声
と
揺
ら
ぐ
陽
光
。
暗
く
涼

し
げ
に
見
え
る
林
分
の
中
で
も
、

湿
気
が
停
滞
し
、
そ
よ
と
し
た

風
も
吹
か
な
い
。

　
わ
ず
か
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の

範
囲
に
、
大
小
二
十
数
本
の
樹

が
林
立
し
て
い
る
現
況
を
、
十

年
後
に
相
対
幹
距
比
が
二
十
と

な
る
よ
う
に
。
た
く
さ
ん
の
伐

る
樹
に
生
立
し
て
き
た
年
月
を

想
い
、
将
来
の
森
を
託
す
保
残

木
に
心
を
配
り
な
が
ら
、
今
の

作
業
だ
け
で
な
く
次
の
作
業
を

考
え
つ
つ
、
伐
倒
の
技
術
と
感
覚

を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。
相
対

幹
距
比
の
考
え
方
、
い
ろ
い
ろ
な

伐
倒
の
パ
タ
ー
ン
、
集
材
へ
の
意

識
…
体
力
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
精

神
的
に
も
非
常
な
緊
張
を
強
い

る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
…
。

　
三
日
間
。
自
分
の
中
の
引
出
し

か
ら
呼
び
出
し
て
や
っ
て
み
た

こ
と
は
、
上
書
き
保
存
を
し
て
、

新
た
に
習
っ
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
付
け

て
保
存
し
て
下
さ
い
。
少
し
づ
つ

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
森
へ

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
箱
が
、
大
き

く
深
く
な
る
よ
う
に
。
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コ
ー
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第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
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二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
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二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
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〜
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日日日日日
（
日
）

（
日
）

（
日
）
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一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
、
日
程
説
明
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
前
回
と
同
じ
、
ま

す
み
ヶ
丘
平
地
林
の
一
角
。

二
班
に
分
か
れ
て
、
各
々
10

ｍ
四
方
の
作
業
範
囲
を
設
定

す
る
。
目
視
で
、
立
木
本
数
を

数
え
、
上
層
樹
高
を
予
測
す

る
。
10
年
後
の
樹
高
を
考
慮

し
て
、
相
対
幹
距
比
を
20
に

設
定
す
る
と
…
保
残
木
数
は

…
。
残
す
木
を
選
ん
で
、
集
材

方
向
を
決
め
た
ら
伐
倒
開
始
。

受
け
口
と
追
い
口
の
マ
ー
キ

ン
グ
を
せ
ず
に
伐
倒
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

1212121212
時時時時時
　
現
場
で
昼
食

11111
時時時時時
　
午
後
の
作
業
開
始
。
追

い
口
は
上
（
背
）
刃
伐
り
で
伐

倒
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
立
ち

位
置
と
退
避
方
向
を
よ
く
検

討
し
て
。

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　

現
場
で
の
作
業

終
了
、
小
屋
に

戻
っ
て
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
。

44444
時時時時時
3030303030
分分分分分
　

先
生
方
の
講

評
、
解
散
。

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　

島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
。

島
﨑
先
生
の
あ

い
さ
つ
の
後
現

場
に
向
か
う
。

99999

時時時時時
　
各
班

毎
に
伐
倒
開

バーより大きな樹も

どんどん引っ張ってくださ～い！

わたくしにおまかせくださりませ

仕事の終わりは、メンテにて

1212121212
時時時時時
　
現
場
で
昼
食
。
日
差
し

が
い
っ
ぱ
い
降
り
注
ぐ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、
木
陰
が

減
っ
た
よ
う
な
…
。

11111
時時時時時
　
二
班
合
同
で
牽
引
伐
倒

再
開
。
午
後
の
作
業
時
間
が

少
な
い
の
で
、
枝
払
い
と
造

材
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝

い
を
。

22222
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
作
業
終
了
。
小
屋

へ
戻
り
、
念
入
り
に
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
キ
ャ

ブ
レ
タ
ー
調
整
方
法
実
演
。

少
し
機
嫌
の
悪
か
っ
た

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
、
あ
っ
と

い
う
間
に
上
機
嫌
。

44444
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
先
生
方
の
講
評
、

次
回
の
連
絡
の
後
、
解
散
。

参
加
者
／
斉
藤
さ
ん
、
滝
口
さ

ん
、
長
坂
さ
ん
、
松
岡
さ
ん
、

松
永
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
石
原
、
小
泉
、
早
川
、

坂
野
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次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
7
・
8
回
　
間
伐

　
7
月
17
・
18
日
（
土
・
日
）　

　
い
よ
い
よ
間
伐
の
回
で
す
。
初

日
17
日
の
夕
方
に
は
暑
気
払
い

を
し
ま
し
ょ
う
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
一
杯
。
山
の
話
で
二
杯
三
杯
。

で
も
飲
み
す
ぎ
は
…
。

集
中
コ
ー
ス
　
夏
の
部

　
7
月
30
日
〜

　
　
　
　
8
月
1
日
（
金
〜
日
）

　
二
泊
三
日
の
「
ぎ
ゅ
っ
と
」

コ
ー
ス
で
す
。
測
樹
、
間
伐
、
伐

出
を
や
っ
て
み
ま
す
。
初
日
が
両

先
生
の
担
当
で
す
。

　
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
な
か

に
筑
波
農
林
研
究
団
地
が
あ
る
。

旧
農
林
省
の
各
種
の
研
究
所
群

が
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
広

大
な
敷
地
を
占
め
て
い
る
。
ど
ん

な
研
究
を
し
て
い
る
の
か
、
皆
目

見
当
が
つ
か
な
い
。
農
林
研
究
団

地
の
東
端
に
は
森
林
研
究
所
が

あ
っ
た
。
里
山
関
係
の
書
物
の
著

者
に
は
同
研
究
所
の
先
生
方
の

名
前
が
多
く
出
て
い
る
こ
と
を

今
ご
ろ
気
づ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

 
 

わ
が
家
は
昔
J
R
常
磐
線
の

牛
久
駅
か
ら
徒
歩
十
分
く
ら
い

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
普
段
は
東

京
ま
で
電
車
通
勤
し
て
い
た
。
そ

の
わ
が
家
の
ご
く
近
く
に
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
く
ら
い
の
放
置
さ
れ

て
藪
い
っ
ぱ
い
の
里
山
が
あ
っ

た
。
こ
れ
が
あ
る
と
き
藪
が
伐
採

さ
れ
て
明
る
い
森
へ
変
身
し
市

民
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
開
放
当
初
は
春
夏
秋
冬
を
問

わ
ず
各
種
の
キ
ノ
コ
が
数
多
く

芽
を
出
し
た
。
早
朝
の
散
歩
が
楽

し
く
な
っ
た
。
朝
早
く
通
勤
で
駅

へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
た
と
き
、

梟
を
一
羽
電
柱
の
天
端
に
発
見

し
た
。
体
も
両
眼
も
す
ご
く
大
き

い
、
顔
が
三
百
六
十
度
回
転
す

る
、
す
ご
い
威
厳
と
圧
迫
感
を

伴
っ
て
ま
ば
た
き
を
し
な
い
で

私
を
睨
ん
で
来
る
。
人
間
ど
も
を

睥
睨
し
て
い
る
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
。
ど
こ
か
ら
来
て
、
い
ま

ど
こ
に
棲
ん
で
い
る
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。
秋
、
栗
の
木
に
は
栗

の
実
が
た
く
さ
ん
実
っ
た
。
小
枝

の
イ
ガ
イ
ガ
が
は
じ
け
割
れ
て

そ
の
中
に
陽
光
に
輝
く
栗
色
の

実
を
見
た
と
き
、
そ
の
美
し
さ
と

尊
さ
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ば
し

茫
然
と
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
当
時
の
会
社
人
間
の
自
分

に
自
然
の
美
し
さ
と
秋
の
実
り

の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ

た
よ
う
な
、
自
然
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
今
ま
で
の
忙
し
か
っ
た

日
々
は
何
だ
っ
た
の
と
問
い
か

け
ら
れ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が

し
た
。
長
い
間
忘
れ
て
い
た
遠
い

少
年
時
代
の
里
山
を
思
い
出
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
薪
取
り
の

下
枝
打
ち
に
行
っ
た
こ
と
、
山
や

川
で
遊
ん
だ
こ
と
、
金
色
の
稲

田
、
い
ま
は
も
う
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
桑
畑
、
桑
の
実
を
仲
間
と

食
べ
に
行
っ
た
の
は
夢
ま
ぼ
ろ

し
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 

毎
日
一
時
間
以
上
の
電
車
通

勤
を
余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
得
な

い
東
京
勤
務
は
、
仕
事
で
は
そ
れ

な
り
に
充
実
し
た

日
々
を
す
ご
し
て

い
た
が
、
定
年
を

後
六
年
と
見
通
せ

る
よ
う
に
な
っ

て
、
人
生
を
振
返

る
よ
う
に
な
っ

た
。
東
京
生
活
は

本
質
的
に
性
に
合

わ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ら
れ

て
き
た
。
狸
や
き

つ
ね
、
野
う
さ
ぎ
や
青
大
将
、
梟

な
ど
に
日
常
遭
遇
し
て
び
っ
く

り
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
生
活
が

し
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
毎
日
体
感
で

き
る
地
へ
移
ろ
う
か
と
考
え
始

め
た
。
最
初
は
実
家
の
あ
る
大
分

市
と
そ
の
隣
県
の
宮
崎
市
を
下

見
し
た
。
が
妻
の
大
反
対
に
あ
っ

て
あ
え
な
く
ダ
ウ
ン
、
次
に
子
供

た
ち
が
東
京
生
活
を
す
る
こ
と

か
ら
、
東
京
か
ら
新
幹
線
で
二
時

間
以
内
の
地
、
上
信
越
で
探
す
こ

と
と
し
、
今
、
妻
の
実
家
近
く
の

新
潟
県
長
岡
市
へ
移
り
住
ん
で

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
長
岡
市
の
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
国
営
越
後
丘
陵
公
園
に
隣

接
し
て
い
る
。
里
山
の
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
、
別
の
言
い
方
を
す

れ
ば
特
徴
の
な
い
越
後
丘
陵
公

園
で
は
あ
る
が
、
今
は
一
年
中
季

節
の
花
々
が
き
れ
い
に
咲
く
見

事
な
公
園
へ
変
身
し
て
い
る
。
里

山
も
手
を
付
け
て
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
け
ば
、
も
っ
と
い
い

里
山
の
原
風
景
を
維
持
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
選
ん
だ

の
は
、
里
山
が
い
っ
ぱ
い
有
っ

て
、
越
後
丘
陵
公
園
は
逃
げ
て
行

か
な
い
し
、
こ
の
近
隣
住
民
と

な
っ
て
日
々
出
入
り
し
里
山
の

散
策
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
、
も
し

か
し
た
ら
公
園
の
管
理
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、

梟
に
も
遭
え
る
、
と
考
え
て
引
っ

越
し
て
き
た
？
次
第
で
あ
る
。

 
 

国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
開
園

は
平
成
十
年
四
月
で
あ
る
。
こ
の

と
き
に
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
里

山
づ
く
り
の
会
』
が
創
立
さ
れ
て

そ
の
メ
ン
バ
ー
へ
加
え
て
い
た

だ
い
た
。
当
初
の
三
年
間
は
公
園

側
が
主
体
で
運
営
さ
れ
て
き
た

会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
い
ろ
ん

な
議
論
を
経
て
会
員
の
手
に
よ

る
自
主
運
営
へ
大
き
く
切
り
替

え
ら
れ
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
会

の
代
表
に
選
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
深
く
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
最
初
は
ず
ぶ
の
素
人
な
が
ら

周
り
に
熱
心
な
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
が
い
て
支
え
て
く
れ
た
の
で
、

会
員
を
取
り
ま
と
め
る
象
徴
的

存
在
で
よ
か
っ
た
。
が
、
公
園
の

野
生
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
利
活
用

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
学
識

経
験
者
、
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
践
団
体
等
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆

さ
ん
と
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
大
き
な
刺
激
を
受

け
、
否
応
無
く
勉
強
も
し
、
実
践

の
あ
り
方
等
を
教
わ
る
こ
と
が

多
く
あ
っ
た
。
私
も
代
表
と
な
っ

て
か
ら
少
し
は
お
役
に
立
と
う

と
各
種
書
物
等
を
読
ん
で
い
た

が
、
実
践
の
面
で
ど
う
し
た
も
の

か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
こ
の
間
に
“
さ
ん
ぞ
う
ほ
う

し
の
会
”
の
尾
瀬
山
林
塾
を
紹

介
さ
れ
て
三
日
間
の
集
中
研
修

を
体
験
で
き
た
こ
と
は
望
外
の

幸
せ
で
あ
る
。
島
﨑
先
生
の
人
と

な
り
に
も
接
す
る
こ
と
が
出
来
、

か
つ
、
日
本
の
森
林
の
現
状
、
山

の
守
り
人
の
育
成
と
技
術
の
伝

承
が
大
切
だ
と
先
頭
に
な
っ
て

後
輩
を
指
導
し
て
行
か
れ
る
姿

に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
い
ま
再

び
森
林
塾
に
て
島
﨑
先
生
、
保
科

先
生
と
い
う
大
先
輩
の
指
導
を

受
け
て
い
る
。
森
林
塾
で
の
実
践

体
験
は
言
葉
に
な
ら
な
い
自
信

を
私
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
越
後
丘
陵
公
園
の
『
里
山
づ
く

り
の
会
』
の
代
表
の
座
を
早
く
若

手
に
譲
っ
て
、
ひ
と
り
の
山
の
守

り
人
と
し
て
、
は
た
ま
た
二
十
一

世
紀
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
シ
ス

テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
活
動

し
た
い
と
思
う
。
里
山
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
森
林
、

森
林
、

森
林
、

森
林
、

森
林
、
小
川
、

小
川
、

小
川
、

小
川
、

小
川
、
棚棚棚棚棚

田田田田田
（
不
耕
起
栽
培
稲
作
・
冬
季
湛

水
・
水
田
は
生
命
豊
か
な
最
大

の
ビ
オ
ト
ー
プ
）、
そ
し
て
バ
イ
バ
イ
バ
イ
バ
イ
バ
イ

オ
マ
ス
発
電

オ
マ
ス
発
電

オ
マ
ス
発
電

オ
マ
ス
発
電

オ
マ
ス
発
電
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。

 
 

と
ま
れ
！
森
林
の
美
し
さ
と

包
容
力
、
里
山
・
里
地
（
棚
田
）

の
豊
穣
さ
・
生
命
の
豊
か
さ
を

未
来
へ
、
孫
子
の
代
ま
で
伝
え
て

ゆ
く
こ
と
を
国
営
越
後
丘
陵
公

園
か
ら
発
信
し
て
行
き
た
い
と

思
う
。
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
着

実
に
！

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
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草
刈
を
し
て
い
る
と
、
た
ま
ー

に
ヘ
ビ
に
出
会
い
ま
す
。
大
概
は

機
械
の
音
や
振
動
で
逃
げ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
中
に
は
変

わ
っ
た
の
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
が
マ
ム
シ
だ
と
私
の
場
合

「
や
っ
た
！
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
マ
ム
シ
は
頭
の
形
が
三

角
形
で
す
し
、
体
に
円
形
の
斑
模

様
が
並
ん
で
い
て
、
円
の
中
心
に

黒
点
が
あ
る
が
特
徴
で
す
。

　
す
ぐ
に
仕
事
は
後
回
し
に
し

て
、
捕
ま
え
ま
す
。
帰
っ
て
一
升

瓶
に
移
し
変
え
、
一
週
間
ほ
ど
水

を
入
れ
替
え
な
が
ら
脱
糞
及
び

腹
の
中
の
物
を
吐
き
出
さ
せ
て

清
め
る
事
一
週
間
。
頃
合
い
を
見

て
焼
酎
を
入
れ
る
と
、
マ
ム
シ
の

焼
酎
漬
け
の
出
来
上
が
り
。
特
に

打
ち
身
に
は
良
く
効
く
そ
う
で

す
が
、
そ
の
他
、
傷
、
虫
刺
さ
れ
、

風
邪
に
も
効
く
万
能
薬
と
な
り

ま
す
。「
毒
を
も
っ
て
毒
を
制
す
」

と
言
う
事
で
し
ょ
う
か
。
匂
い
が

強
烈
に
臭
い
の
が
難
点
で
す
が
、

保
科
先
生
に
よ
る
と
、
食
べ
て
も

お
い
し
い
そ
う
で
す
。

　
と
は
言
え
、
出
会
う
こ
と
に
喜

ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ヘ
ビ
が
嫌
い
な
人
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
山
に
い
る
ヘ
ビ
と
し
て

は
マ
ム
シ
は
代
表
的
な
“
毒
ヘ

ビ
”
だ
か
ら
で
す
。
咬
ま
れ
て
死

ぬ
人
が
全
国
で
年
間
十
人
程
い

ま
す
。
ど
ん
な
と
き
に
咬
ま
れ
る

か
と
い
う
と
、
じ
っ
と
し
て
い
る

の
を
気
付
か
ず
に
草
刈
り
を
し

た
り
、
座
ろ
う
と
し
た
と
き
に
手

を
つ
い
た
り
し
た
時
。
そ
し
て
捕

ま
え
た
の
を
酒
の
ビ
ン
に
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
時
だ
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
顔
の
割
に
は
結
構

お
と
な
し
く
て
攻
撃
的
で
は
な

い
の
で
、
こ
ち
ら
が
不
用
意
に
近

付
い
て
驚
か
さ
な
い
限
り
咬
ま

れ
る
事
は
な
い
と
言
う
事
で
す
。

も
し
見
付
け
た
ら
そ
っ
と
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
も
し
咬
ま
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、

　
一
、
ま
ず
、
ど
ん
な
ヘ
ビ
に
咬

ま
れ
た
の
か
確
認
す
る
。

　
二
、
す
ぐ
に
毒
を
吸
い
出
す
。

口
ま
た
は
吸
引
器
が
あ
れ
ば
そ

れ
で
。

　
三
、
そ
し
て
出
来
る
だ
け
静
か

に
か
つ
急
い
で
病
院
に
行
き
、
血

清
注
射
な
ど
適
切
な
処
置
を
受

け
る
。

　
め
っ
た
に
会
う
こ
と
も
な
い

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
怖
が
る
必
要
も

な
い
の
で
す
が
、
一
応
対
処
策
は

知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
で

し
ょ
う
。
今
回
、
披
露
し
た
の
は

た
ま
た
ま
二
日
前
に
捕
ま
え
た

ば
か
り
。
探
し
て
見
つ
か
る
も
の

で
も
な
い
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ

る
の
で
今
回
参
加
さ
れ
た
方
は

見
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
か
も
。

      

　
　
　
　
　[

Ｊ
Ｋ]
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最
近
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

の
他
に
も
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
な
る

も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
た
り
し

ま
す
が
、
水
文
補
給
に
は
腎
臓
や

肝
臓
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

「
水
」
が
一
番
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
機
械
に
燃
料
、
人
間
に
水

分
。
ど
ち
ら
も
許
容
範
囲
を
こ
え

た
酷
使
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
の

で
、
取
扱
に
は
注
意
で
す
。
そ
れ

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
忘
れ
ず
に
。

 

こ
こ
に
た
ど
り
着
く
き
っ
か
け

は
娘
の
山
村
留
学
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
都
会
で
育
っ
た
ひ

と
り
娘
が
親
元
を
離
れ
、
泰
阜
村

の
山
小
屋
で
の
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
地
元
の
小
学
校
へ
通
う
、

と
言
い
出
し
た
の
は
我
が
家
の

大
事
件
で
す
べ
て
の
始
ま
り
で

し
た
。「
暮
ら
し
の
学
校
」
と
呼

ば
れ
る
こ
こ
で
は
二
十
人
弱
の

子
供
た
ち
が
生
活
に
関
わ
る
す

べ
て
の
も
の
を
昔
な
が
ら
の
手

作
り
手
作
業
し
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
畑
で
野
菜
を
、
田
ん
ぼ
で

米
を
、
季
節
に
は
山
菜
取
り
、
魚

釣
り
で
食
糧
を
調
達
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
自
然
の
恩
恵
を
受

け
、
感
謝
し
な
が
ら
毎
日
の
食
事

を
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
る

事
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
薪
が
と
て
も
大
切
な
資

源
と
な
り
ま
す
の
で
毎
日
の
薪

割
り
が
重
要
な
作
業
で
す
。
五
右

衛
門
風
呂
の
薪
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の

薪
は
も
ち
ろ
ん
、
極
め
つ
け
は
“

登
り
窯
”
の
薪
で
す
。
暮
ら
し
に

関
わ
る
す
べ
て
の
も
の
作
り
、
の

中
で
陶
芸
は
か
な
り
本
格
的
で

す
。
自
作
の
食
器
の
た
め
に
一
年

に
一
度
の
登
り
窯
に
向
け
て
作

品
を
仕
上
げ
、
心
を
こ
め
て
焼
く

こ
の
作
業
は
、
五
日
間
昼
夜
通
し

で
薪
を
く
べ
続
け
、
そ
の
す
べ
て

を
子
供
が
交
代
で
番
を
し
ま
す
。

千
百
〜
千
二
百
度
を
キ
ー
プ
す

る
た
め
に
薪
を
入
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
、
薪
の
本
数
に
心
を
配
り
、

熱
さ
に
も
耐
え
、
焼
き
上
げ
る
姿

は
感
動
も
の
で
し
た
。
百
時
間
以

上
に
も
及
ぶ
高
温
と
の
戦
い
は

連
携
な
く
し
て
は
成
功
し
ま
せ

ん
。
一
週
間
か
け
て
冷
ま
し
、
窯

だ
し
す
る
時
の
わ
く
わ
く

と
し
た
喜
び
に
満
ち
た
笑

顔
は
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ

れ
ま
し
た
）
何
に
も
替
え

が
た
い
尊
い
顔
で
し
た
。

人
間
が
本
来
、
心
底
感
じ

る
喜
び
は
自
然
と
共
生

し
、
多
く
の
努
力
を
積
み

重
ね
、
そ
こ
か
ら
成
果
を

得
た
時
に
自
然
と
湧
き
出

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
も
の
が
豊
か
に
な
り

便
利
に
な
っ
て
き
ま
す
と
人
間

は
裕
福
に
な
っ
た
錯
覚
に
陥
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
生
き
る

た
め
の
知
恵
、
自
然
と
共
存
す
る

す
べ
を
な
く
し
て
は
逆
に
本
当

の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
ず
大
き
な

損
失
な
の
に
。
先
ほ
ど
の
薪
を
例

に
と
っ
て
み
ま
す
と
娘
た
ち
は

燃
料
と
し
て
使
っ
た
あ
と
の
灰

も
残
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
そ

う
で
す
。
蕨
の
あ
く
抜
き
は
も
ち

ろ
ん
、
や
き
も
の
の
釉
薬
、
染
色

の
媒
染
液
、
最
後
は
畑
の
肥
料
で

す
。
山
の
薪
炭
林
も
こ
こ
ま
で
使

え
ば
本
望
で
し
ょ
う
ね
。
一
方
で

は
薪
を
切
る
こ
と
で
森
が
再
生

し
、
生
き
物
が
生
息
し
…
自
然
の

循
環
シ
ス
テ
ム
が
完
全
に
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
使
い
捨
て
の
ご

み
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ゴ
イ
！
の

一
言
で
す
。

　
子
供
た
ち
の
こ
の
実
践
を
見

て
い
て
か
な
り
の
感
銘
を
受
け

た
と
共
に
、
私
自
身
こ
の
自
然
の

壮
大
な
シ
ス
テ
ム
の
一
助
と
な

り
た
い
と
考
え
、
迷
わ
ず
森
林
塾

に
飛
び
込
み
、
山
へ
の
移
住
も
実

現
し
ま
し
た
。
幸
い
、
山
深
い
天

龍
村
に
空
家
を
持
っ
て
い
た
事
、

先
祖
の
残
し
た
山
を
管
理
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
田
舎
暮
ら
し
は
不
便

で
面
倒
な
仕
事
が
多
く
た
い
へ

ん
、
と
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
っ

て
い
た
私
も
今
で
は
、
も
の
作
り

中
心
の
自
給
自
足
を
し
な
が
ら
、

自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
実
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感
で
き
る
生
活
を
し
て
お
り
ま

す
。
折
り
悪
く
、
つ
い
先
日
、
山

の
先
生
で
も
あ
る
父
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

事
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

矢
先
の
出
来
事
に
後
悔
が
尽
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
島
﨑
先

生
、
保
科
先
生
を
師
と
し
て
、
受

け
継
い
だ
山
を
守
っ
て
行
け
た

ら
と
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
し
て
日
本
人
が
長
年

培
っ
て
き
た
、
生
き
る
知
恵
、
感

性
を
私
た
ち
世
代
で
絶
や
す
こ

と
な
く
子
供
た
ち
に
伝
え
て
行

き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。


